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平成 29 年度第２回開成町総合教育会議 議事録 

 

日時：平成 30年３月 30日（金）10 時 30 分～12 時 

場所：議会全員協議会室 

出席者：（町）府川町長 

    （教育委員会）鳥海教育長、村岡委員、武井委員、露木委員、上野委員 

    （説明員）加藤教育委員会事務局参事 

（事務局）岩本企画政策課長、大石副主幹、中井主任主事 

 

 

町長あいさつ 

〇前回 12 月に開催した第１回会議での議論も踏まえ予算編成を行い、３月議会でも全会一致で

承認頂いたところ。議題の１つ目として、新年度の予算の概要について、ご説明申し上げる。 

〇また、２月に実施した「平成 29 年度まちづくり町民集会 子育てタウンミーティング」の結果につ

いて情報提供する。 

〇開成町教育大綱の計画期間について、平成 30 年度までと明記しているが、私の任期との兼ね

合い、また、教育大綱に掲げた考え方を更に深化させていく想い等から、平成 31 年度まで計画

期間を延長したいと考えている。 

 

教育長あいさつ 

〇平成 30 年度はあじさい塾や幕別町との交流事業に更に力を入れていきたい。特に幕別町は今

回のオリンピックで多数のオリンピアンを輩出しており、交流事業を通じ様々なことを学んでもら

いたい。 

 

議題１ 協議事項 平成 30 年度予算について 

町長より資料１、及び資料２に沿って平成 30年度予算について説明 

 

【意見交換】 

武井委員：総合計画前期基本計画の策定から携わっているが、当初のイメージが徐々に形

になっていることを感じ、大変嬉しく思う。 

 

（３歳児教育について） 

町長：開成町らしい３歳児教育について、検討の状況を教えてほしい。 

 

教育長：①幼稚園バス：３歳児教育を始めることで園児が 100 名程度増加することから、

幼稚園バスの運行体制を検討している。最初の園児が登園してから最後の園児が登園する
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まで現在 50 分程度であり、これ以上時間がかからないよう、バスの台数を増やすことや、

自宅と園が近い一部の園児には徒歩での登園を促す等の対応を検討している。 

②入園式：２学年分の入園式の開催方法を検討している。 

③教育内容：のびのびルーム、すくすくルームの取組みを通じ、親子のふれあいの場を作

ることの効果を認識しているところ。この伝統を活かし、３歳児については、親子登園日

を週に１回程度設ける方向で検討している。 

④入園者数：国より保育料無償化の方針も示されており、幼稚園の入園者数にも一定の影

響があるものと思われる。今後の動向を注視しながら見極めていきたい。 

⑤備品：必要な備品についても、順次揃えているところ。 

 

町長：「開成町らしさ」を謳うということでは、週１回というのはちょっと少ないと感じる。

是非、開成町の幼児教育の良さを打ち出していってほしい。 

 

加藤参事：言葉としてまだ定まっていないが、開成町の幼児教育の特色として、子どもだ

けでなく親も育つという意味を込め、「家庭の教育力」を打ち出していきたいと考えている。

併せて、園服や鞄のデザインなども検討している。 

 

町長：子育てタウンミーティングでは 2 歳児の教育について多く要望があったが、何か検討はされ

ているか。 

 

教育長：２歳児については、まだおむつも外れていないこともあり、プレ保育として、２，３月に何日

かやるのが限度ではないかと考えている。 

 

（学校プールについて） 

武井委員：プール建設について、前回の総合教育会議において、町長から、まずは教育委員会で

議論をするよう言われたが、まだ十分な議論ができていない。プールの解体も始まり、町民からも今

後のプールについて意見を頂くことも多くなってきた。プールのあり方について検討していく場を作

っていくべきではないかと考えている。 

 

町長：開成小学校の学校プールについては、平成 29 年度に引き続き平成 30 年度も南足柄市の

温水プールを使わせてもらうことになっている。そこでの効果や課題等も見極めながら、第五次開

成町総合計画後期基本計画（以下、「後期基本計画」）の策定スケジュールも踏まえ、秋ごろまで

には何らかの結論を出していく必要があると考えている。 

なお、時折、町民プールと学校プールの議論を混同した意見も聞くが、町民プールについては

廃止し、代替手段として南小学校の学校プールを一般開放することとした。本件はあくまで開成小

学校の学校プールをどうするか、ということであり、その点についてご理解頂きたい。 
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（文命中学校の大規模改修等について） 

町長：文命中学校の大規模改修の件についての進捗を教えてほしい。 

 

教育長：現在、各学校に対し、改修・整備箇所についての要望を聞きとっている。中でもエアコンの

整備に多額の費用を要することが予想される。 

 

町長：平成 30 年度以降の各年度に何を整備していくか、後期基本計画との絡みもあるため、今後

検討したい。 

 

武井委員：冬場は中学校のグラウンドに霜が降りてぬかるみ、状態が悪い。何か対応は予定されて

いるのか。最近、中学生もスポーツで様々な結果を残しており、少しでも良いコンディションで部活

動等をやらせてあげたいと考えている。 

 

教育長：状況は承知しており、塩化カルシウムを撒く等して対応している。なお、整備する優先順

位としては開成小学校のグラウンドのほうが高いと認識している。 

なお、部活動の場所ということでは、例えば県立吉田島高校のテニスコートを使わせてもらって

いるなど、少しずつ改善を図っている。水辺スポーツ公園の野球場の活用も考えており、指定管理

者とは調整済みである。しかし、学校と公園との往復路の安全確保や生徒の荷物の管理方法等、

生徒指導上の問題が様々あり、現状としては実施の見通しが立っていない。 

 

武井委員：水辺スポーツ公園について、客観的に見れば、中学校の徒歩圏内にあれだけの設備

があるというのも珍しく、部活動を行う場所として活用を検討できないのか。 

 

教育長：学校側にも、まずは週1回でも実施してみて、課題を洗い出してみたらどうかと投げかけて

いるところである。 

 

議題２ 情報提供 町民集会「子育てタウンミーティング」について 

岩本企画政策課長より、資料３に従い情報提供 

〇配布した資料は２月に実施した町民集会「子育てタウンミーティング」の中で町民から出された意

見を集約したもの。 

〇今後の教育施策の方向性を議論する中での参考資料として活用頂きたい。 

 

【意見交換】 

（図書室・図書館について） 

町長：図書室・図書館の充実・整備についての意見を多く頂いた。新しく図書館を建設することは

難しいが、既存の学校図書館等を活かしながら、町民の利用も部分的に認めるなど、工夫できる部
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分はしていければと思う。 

 

教育長：学校図書館はあくまで学校教育の図書館として整備したものであり、町民が自由に利用

するようにするということは、かなりハードルが高い。 

 

町長：夏休み中の一時的な運動場の開放と同じように、期間や時間を区切っての開放等はできな

いのか。 

 

教育長：可能性はあるが、図書館司書が対応することになるので、検討課題は様々あると思う。 

 

町長：町民センターの改修も進めていくため、図書室の機能等について今後一緒に考えていきた

い。 

 

（町民集会の参加対象者について） 

教育長：今回、町民集会の参加対象者を絞ったということだが、今後はどのような絞り方をするの

か。 

岩本課長：各種団体を想定している。 

 

町長：老人会とか工場会等、きめ細かくやっていくことが重要ではないかと考えている。 

 

教育長：後期基本計画策定のための町民集会ではないということでよいか。 

 

岩本課長：平成 30 年度に集中実施することについては、ある程度後期基本計画の策定を見据え

て実施するということになる。ただし、通常の業務や施策の進めかた・考え方に関して町民からヒン

トを頂ける場として、幅広には考えている。 

 

 

議題 その他 

（第五次開成町総合計画後期基本計画の策定スケジュールについて） 

後期基本計画策定スケジュールについて追加資料を配布の上、岩本課長より説明。 

〇総合計画審議会は全５回を予定。 

〇11 月中にはある程度形にしていきたい。 

〇議案提出は１月を予定。 

〇定例の教育委員会、総合教育会議も活用し、皆様との意見交換も随時していきたい。 

 

教育長：後期策定に関連する会議の中に、総合教育会議を位置づけることは難しいのか。 
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加藤参事：先ほど、後期基本計画に関する議案提出は１月との説明があったが、教育委員に対し

ては、後期基本計画は教育振興基本計画と併せて２月に議案提出することとしてお示ししたとこ

ろ。 

また、今の教育長の発言について、教育振興基本計画を議論する教育推進会議と、教育委員

会、総合教育会議が時期的に重なっており、後期基本計画の策定に紐づける会議として位置付け

るのは、タイミングの問題で難しいのではないかと思う。 

 

教育長：教育振興基本計画は教育委員会が策定するものであり、後期基本計画における教育の

位置づけの議論とは別のものとして捉えても良いのではないか。 

 

岩本課長：各政策分野で個別計画や会議体を有しており、当然そこでの議論も踏まえて後期基本

計画の策定にあたっていく。この資料では、便宜上、後期基本計画の策定に直接紐づける会議の

み記載している。 

 

村岡委員：後期基本計画の策定にあたって、町長と教育委員が町の教育について語り合う場を設

け、その議論を対外的に公開するこということは、大変意味のあることだと考える。 

 

秋谷部長：後期基本計画の素案ができた段階で、素案の内容等について総合教育会議の中で議

論するという流れでよいのではないか。当然、総合教育会議での町長と教育長の議論は公開し、

また議事録としてもホームページ上に掲載する。また、先ほど加藤参事から後期基本計画と教育

振興基本計画の議案提出予定時期がずれているとの話があったが、資料でお示ししているのは今

のところの予定であり、同時に提出できるよう今後調整する。 

 

（開成町教育大綱の計画期間の延長について） 

加藤参事：冒頭の町長のあいさつの中で、開成町教育大綱の計画期間を１年間延ばしたいとの話

があったが、これは決定事項なのか。また改めて議論するということか。 

 

岩本課長：改めて来年度の総合教育会議の議題として諮り、皆様にご承認頂くということで考えて

いる。 

 

加藤参事：承知した。 

 

以上 

 

 


